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𝐴(0, 0), 𝐵(𝑏, ℎ), 𝐶(𝑐, 0)としても一般性を失わない。 

条件により、0 < 𝑏 < 𝑐, 0 < ℎ であり、𝑆 =
1

2
𝑐ℎ で与えられる。 

𝐴𝑄⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ = 𝑡𝐴𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ = (
𝑐𝑡
0
)より 𝐴𝑃⃗⃗⃗⃗  ⃗ = (1 − 𝑡)𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗  ⃗ + 𝑡𝐴𝑄⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ = (

(1 − 𝑡)𝑏 + 𝑐𝑡2

(1 − 𝑡)ℎ
)  

 

𝑥 = (1 − 𝑡)𝑏 + 𝑐𝑡2, 𝑦 = (1 − 𝑡)ℎ として、𝑡を消去すると 

 𝑥 =
𝑏

ℎ
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ℎ
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=
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これは𝑥軸に平行な軸を持つ放物線の方程式である。 

 

直線𝐵𝐶の方程式は、𝑥 = 𝑐 −
𝑐 − 𝑏

ℎ
𝑦で与えられる。𝑃が描く曲線と線分𝐵𝐶で囲まれる部分の面積は 

 ∫ {(𝑐 −
𝑐 − 𝑏

ℎ
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𝑆 ⋯⋯(答) 

 

 

※辺𝐴𝐶を軸上にとると、𝑃が描く曲線は放物線であることがわかる。 

 辺𝐵𝐶を軸上にとっても計算はできるが、𝑃が描く曲線をイメージしにくい。 
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